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論 文 内 容 の 要 旨
1.方 法 と目的
中国では古 くから類書が作 られてきた。宋元 ころか らは、次第に日常生活にかかわる内容を取り
入れた類書が作られるようになった。明代の末期には、日常生活の万般にわたる手引書 となること
を意図 した類書が各種出現した。これがわが国に舶載され、万歴 ・崇禎期およびそれ以後のものが、








果たしてあるのか。 もしそ うであるとすれば、通俗的 日用類書は広範な階層の人々の日常生活万般





明清小説の中に描かれた、飲食 ・遊戯 ・占 ト・俗信 。倫理 ・民間医薬など日常生活の細部は、時





































第一部は、『金瓶梅詞話』『紅楼夢』などの長編小説を、主に日用類書の中の酒令 ・相法 ・剋択 ・
医薬等の項(な いし、そのもとになった書)に よって考察 し、その文学性を理解することを目指 し
たものである。
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第二部は、『三言二拍』などの短篇小説を、善書 とのかかわりで理解することを目指 した もので
ある。善書 一歓善懲悪の書一は日用類書の歓諭門(『 万書淵海』巻二十四 ・ 『全書備考』巻十二な
ど)や 、 日常生活中心の日用類書とは趣を異にした文学性の濃い類書ではあるが、『国色天香』 に
も収められてはいる(こ の巻四に 「太上感応篇」などを収める)。ただ善書そのものは容易 に見 ら
れるので、 日用類書 によらなくてもすむ。第一部の相法の書(た とえば 『麻衣相法』)が 日用類書
に収められているが、 もとになった書が別に全巻見 られるのとおなじ事情である。
第三部 は・中国と日本の小説を・第一部と第二部の両方で扱 った事項 との 》々かわりで考察 したも
ので、比較文学的な作業である。(各章の内容要旨は第4節 に記す)
3.特 色 と意義
日用類書それ自体に対する研究 も、それを利用した研究 も、歴史は浅 く成果 も少ない。中国を含
む外国 においては、全 くなされていない。 日用類書の所在そのものす ら明 らかでない。わが国にお
いても、昭和の三十年代の初頭に仁井田陞 と酒井忠夫の二氏の論文がある程度である。いずれも歴
史学 ・教育史学方面の成果である。 この両氏は、明代日用類書が当時の庶民的なレベルの日常生活
の諸文化を多面的 ・具体的に反映 している貴重な資料であるとの認識に基づいて利用 した。仁井田
陞の収拾 した日用類書(現 在東京大学東洋文化研究所仁井田文庫所蔵)は 貴重であり、両氏の研究
は萌芽的で先見の明に支えられたものであった。 しかしそれ以後の研究の展開はなかった。
本論はこの両氏の認識 とその成果を継承 し、特に新たに小説研究の面に日用類書を利用 したもの
で ある。この研究方法により、学界から 「日用類書を駆使して、社会史のコンテクス トによって小
説を解読」する 「テクス ト解読学派」 と批評された。(『 中国古典小説研究動態』第二号所収の鈴
木陽一 「岐路に立っ小説研究」)明 清小説、 とりわけ人情小説は市井の男女の生 きざまを日常生活













概説 し、ついで日用類書のうちか ら、代表的でかっ本論の各章で しばしば取 り上げられる十種にっ
いて書誌学的な解説を加えた。そして特に、『万用正宗』の後半部に書簡 ・契約書 ・娯楽 ・遊戯 ・
医薬 ・占 トなどの事項が収められていて、明代の庶民的な日常生活を反映 しているらしく、 これら
が明清の人情小説の内容と共通ないし類似が見 られることに着目すべきことを指摘 した。 っいで、
『五祖黄梅宝巻』の最 も古い体裁を伝えるものとして知られている 『金瓶梅詞話』第三十九回の説
因果の場面の記述が、日用類書の保嬰門(胎 産門)に 収められる 「十月胎形図説」(「 十月懐胎形
局」)の 詩の中にも部分的ながら収められていて、『金瓶梅詞話』所収とはやや異 なった 『五祖黄
梅宝巻』の存在が知 られることを、『五車抜綿』の例を挙げて指摘 した。このよ うな小説 と日用類
書の内容的な一致は、編纂者 。出版社が同一であることと関係するであろうことを、余文台の場合
などを挙げて指摘 したQ
◎ 第二章は 『文林聚宝』が素材的にどのようにして作 られているかについて、具体的に指摘 した
ものである。巻三十の笑談門の笑話は、20則 中18則 が 『談笑酒令』から取 られていること、巻三十
二奇策門の裁判文書は、25則 全てが 『廉明公案』 と 『薫曹遺筆』に収められているが、順序 ・文章
からして 『廉明公案』か ら取 られたこと、巻三十五記巧門所収の詩詞が 『万綿情林』 と一致するこ
と、巻三十七調唇門の詩文 も同様であること、などを明 らかにした。 さらに、『文林聚宝』 巻五農
桑門など日用類書には 「農務女紅之図」が収あられているが、この 「農務女紅之図」 は通行本では
鄭振鐸旧蔵本 『便民図纂』所収 しか見 られなかったもので、これらの日用類書を利用することによっ
て、やや多様な 「農務女紅之図」を見ることができることを明 らかにした。
◇ 第三章(日 用類書の酒令)・第四章(金 瓶梅詞話の酒令)・第五章(酒 令に見 る金瓶梅詞話 と紅
楼夢)の 三章は、日用類書の中の酒令そのものを考察 したものと、 日用類書の中の酒令 によって
『金瓶梅詞話』や 『紅楼夢』の文学性を考察 したものとである。酒令とは酒宴の席で興を盛 り上 げ
るためのゲームのことであり、歌曲 ・笑話 ・囲碁 ・将棋 ・双六 ・骨牌(牙 牌)・ 紙牌(葉 子)・榔股
(槍紅)・猜枚 ・伝花撃鼓(催 花撃鼓)・猜拳 ・投壺など多様であるが、このほかに言葉遊び も含 ま
れる。酒令には同席者の中か ら、令官という司令者(女 性で もかまわない)を 選んで、その命令
(出題)に 従 って行い、違反者 は罰 として酒を飲まされたり、歌や笑話などの余興をや らされた り
するものである。明清の人情小説にはこの場面が多く描かれ、 日用類書の酒令門や侑膓門には言葉
遊びの酒令の実例が多く収められている。
◎ 第三章は明清期 における戯曲 『西廟記』が厳 しい禁止措置にもかかわ らず、多種多様な出版を
見せた原因を、 日用類書の酒令に 『西廟記』を題材 にした作品が多 く見 られること、つまり 『西廟
記』の広範な愛好者がいたことにもとめたものである。明清期、 とくに清代になると小説は厳 しく
弾圧され、ほとんどの作品が出版を禁止 された。 とくに 『水群伝』 と 『西廟記』に対 して厳 しか っ
た。ところが今 日知 られているテキストの種類 は、中国の小説 ・戯曲のなかで、 この二種が最 も多
く、『水濤伝』は八十七種、『西廟記』 は八十種が知られている。 これは、 この二種が最 も多 くの読
者があったことによるのではないか。明末の日用類書の酒令門や侑膓門には言葉遊びの酒令の問題
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として、書物の中の字句を使用する問題があるが、その際に指定 され る書物 に 『論語』 「千字文』
『蒙求』『百家姓』と並んで 『西廟記』がある。『万用正宗』では 『西隔記』の問題数 は八種で最 も
多い部類に属す。『西廟記』 は戯曲 ・歌曲か ら耳学問で覚え られたものであろう。
◎ 第四章は 『金瓶梅詞話』に描かれた言葉遊びの酒令の中に、 日用類書の酒令門や侑膓門に収め
られている作品と同 じものが見出だされることについて論 じたものである。第六十回の酒令の場面
の応伯爵の早日ことばは 『万用正宗』・『万宝全書』に見出されるし、・謝希大の早 口ことばは 『万象




慶に嫁 し、その西門慶の目を盗んで、西門慶の娘婿 と密通する播金蓮の酒令は 「飽老児、臨老入柁
叢、壊了三綱五常、問他個非好倣賊皇」 という具合である。広 く知 られた既製品を利用 して人物の
対象化に成功 している。 この手法が、後に 『紅楼夢』 に取り入れ られる。
◎ 第五章 は 『紅楼夢』における 『金瓶梅』の影響と発展を、『紅楼夢』の酒令 に着 目して考察 し
たものである。『紅楼夢』にも 『金瓶梅詞話』に劣 らず、酒令の場面が多い。その中で巻二十八 と
巻四十の場面は、 とりわけ出色である。巻二十八では質宝玉 ・凋紫英 ・雲児 ・醇旙 ・蒋玉函の順で
進められるが、宝玉の作品には宝銀 との結婚の破錠が、蒋玉函の作品には襲人との幸福な結婚が暗
示される。宝玉の作品には唐宋の詩詞が挿入される。無教養で破廉恥漢の醇旙は、「一根毬程往裏
数」 とやって》輩盛を買 う。巻四十では田舎か ら出て来た劉ばあさんを交えて酒令が行われる。醇





◇ 第六章(明 代小説における相法)と 第七章(金 瓶梅詞話 と八字)は 『三国志演義』 と 『金瓶梅
詞話』の占トにっいて論 じたものである。
◎ 第六章:明 清の小説 ・1詩歌にはさまざまな占 トが描かれ、 日用類書にも種々具体的に記 されて
いる。人々は占 トに支配されて日を送 っていたかのようである。小説における占 トも単なる題材 と
してだけでなく、登場人物の形象化やス トーリーの構成にもかかわっていた。『三国志演義』 の主
要人物たちは、初登場の際には決まって容貌 ・風采が描写 されるが、その描写 は当時流行の相法
(人相術)、 とくに 『麻衣相法』(書名)の 用語によってなされる。『金瓶梅詞話』第二十九回では、
西門慶 とその妻妾 らの性格や運命が、麻衣相法(人 相術の一種)の 名入の呉神仙によって占われる。
そして この人物達は、おおむね、その通 りの運命をたどる。 この小説のス トーリーの展開は、 ここ
で誌者に予め提示されていたことになる。相法 はこのように、小説の技法にまでかかわっていた。
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◎ 第七章:『金瓶梅詞話』第二十九回では、上記の麻衣相法による占いに先立 って、 同 じ呉神仙
により、西門慶に対 して八字による占いがなされている。八字による占いとは、 中国では子平術、
わが国では今 日、四柱推命 と称される占いのことで、出生の年月日時を、それぞれ干支の二字、あ
わせて八字で表現 して、その組合せによって推命するので、 このようにいう。 この占いは極めて難
解であるが、第二十九回のこの占いの結果は、麻衣相法による占いの結果 とほぼ同じであった。八
字による占いは明清期の他の小説、 『醒因縁伝』・『警世通言』巻十三 『連城劉 第二回などにモチー
フとして利用されている。『金瓶梅詞話』第二十九回のこの場面は、当時はもちろん、 いまなお漢
人社会を支配 している八字による占いの上に成 り立つ もので、本章 はその解明に挑んだものである。
◇ 第八章(金 瓶梅詞話における剋択)と 第九章(明 清小説 と鴉鳴占)も 占 トに包括 されるもので
あるが、 とくに剋択(日 時の吉凶によって、それを忌避 ・選択すること。選 日・択 日ともいう)に
かかわるものである。
◎ 第八章:明 清小説には日時の吉凶にこだわる場面が多い。 日用類書の剋択門にも、 日常生活の
大事小事にわたって、 日時の吉凶が詳細に記 されている。『金瓶梅詞話』第五十二回ではこれを登
場人物の形象化に利用 した。播金蓮 は四月二十一 日庚戌の日を 「小児剃頭吉 日」だといって官寄児
の頭髪を剃らせたが、当時の運勢暦によれば、 この日は小児剃頭の大凶日であった。その結果、官
寄児は死に、母親の李瓶児 もそれを悲 しんで死んだ。 これは暦 日による、完全犯罪であった。播金
蓮の聡明にして陰険 ・残忍な性格がこれによって形象化 された。『金瓶梅詞話』では、病気の診断 ・
治療、旅立ち、子授けなどの剋択や薬の処方が、 日用類書に記す所 と正確に一致する。この小説は、
このように日常生活の細事を使かって、虚構の世界を築 き上げる。
◎ 第九章:『 三国志演義』第四十八回に、曹操が長江に浮かべた舟の上で、酒に酔 って詩を賦す
場面がある。その数 日後に曹操 は孔明 ・周鍮の連合軍に大敗を喫する。赤壁の戦いである。 この詩
は 『文選』巻二十七に収められる曹操の 「短歌行」を用いたものであるが、赤壁の戦いの直前に賦
したとするのは、小説の作者の虚講である。からすが夜鳴いて飛び回り、止まる枝が見っからない、
とうたうこの詩は、数 日後 にせまった戦いの大敗を予告する不吉な前兆 として、 ここに挿入された
ものと理解すべきである。『水潜伝』第六回で もか らすが鳴いて、無頼漢どもが 「赤口上天、 白舌
入地」と唱えて、お祓いする場面がある。古 くから中国では、からすの鳴声 は概 して不吉とされた。
日用類書などには、からすの鳴声の方角 ・時間帯 によって吉凶を占い、お祓いをする方法が記 され
ている。『三国志演義』のこの場面 も、そのような通俗信仰を背景に理解すべきであろう。
◇ 第十章(金 瓶梅詞話の春薬)は 『金瓶梅詞話』の中にしばしばでてくる、春薬(強 壮剤 ・媚薬)
と淫具について考察 した。
◎ 第十章:『 金瓶梅』は狸褻の書 として名高い。それは西門慶の性的行為の赤裸々にして克明な
描写の多いことによる。(岩波文庫本の訳文では、 この部分は全て無断カットされている)こ の西
門慶が最 も愛用 した春薬に、西城の胡僧か ら授 けられた薬があった。この処方は胡僧が明かさなかっ
たら、実態不明の幻の春薬となって しまった。 しか し 『金瓶梅詞話』の中のこの春薬の使用法や効
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能、さらに別の春薬 ・淫具から考察すると、おおよそ、その処方を推測することができる。 日用類
書の風月門などに、この種の春薬 ・媚薬の処方 と効能が、多種多様 に記 されているからである。明
代には天子から庶民にいたるまで春薬は日常化 し、化粧品感覚で扱われていた。 日用類書(た とえ
ば 『文林聚宝』巻三十一)で は、春薬の処方が化粧品や洗剤の処方 と並べて収め られている。『金
瓶梅』を狸褻の書 としてあまり強調 しすぎると、実情の理解を誤ることになりかねない。
◇ 第十一章(明 清小説と善書)・ 第十二章(三 言二拍 と善書)・ 第十三章(西 湖二集 と善書)・ 第
十四章(「 軽薄」考)は いずれも、善書のかかわりで明代短篇小説を考察したものである。善書 は、
勧善懲悪の書で、宋代から始まり、明清時代に最盛期を迎える。 これは中国小説の最盛期と重なる。
日用類書の中にも取 り入れられた。
◎ .第十一章:明 清の戯曲小説 には道教の影響が大きい。作品中には神仙や道士が登場 し方術や占
トが語 られ、仙界や冥界が描かれる。善書の流行にともなって、『太上感応篇』 が小説のなかに取
り入れ られる。小説の中における善書のありようはいくっか指摘できる一(1膳書を配布 したり読ん
だ りする場面がみられる場合(2)善 書の文句が引用される場合 ③善書の考え方が取 り入れられて
いる場合(4}善 書 と小説が同一の題材を共有する場合、などなどである。「続金瓶梅』のごときは、
『太上感応篇』全千百字のうち半分以上が引かれ、敷術され、物語の展開の方向づけに用いられた。
明清小説における善書の影響 はこのように大 きかった。「道教関係中国文学研究文献 目録」を付 し
た。






た。そのたあに、小説 は善書の中で、読者を墜落 させる邪淫の書として非難 され、出版 ・閲読の禁
止が求あられた。清代 における全面的な小説禁止論の始まりが見 られる。





う点は、羅隠が人を悪罵 したために帝王になれるはずであった運命が失われて しまったが、深 く反
省 し善事にはげんだのて運命の回復がはか られて、高官に至ることができたという物語の構造であ
る。 これは 「命自我作、福自己求一運命は自分で作るもの、福は自分で求めるもの」 という、『陰
隣録』「立命篇」の教えの小説化にほかならない。
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◎ 第十四章:明 代に多 く出版された口語の短篇小説における善書の影響の顕著な例として、「軽
薄」という性格ないし行動様式をもつ人間の類型が存在する。その 「軽薄」 という性格 ・態度 ・行
動様式は、善書では 「侍才傲物」「侍才軽世」ともいわれ、軽挑浮薄とか敦厚 ・謙虚 の反意語 と し
ての一般的な意味を越えて、殺生 ・邪淫 と並べられる最大級の悪徳 とされた。 この 「軽薄」を、発
揮される対象によって分類すると、明代口語小説ではおおよそ三種類になる。(1沃 に対 して発揮さ
れるもの。善書では 「怨天尤地」「怨天怒地」 といわれる悪徳である。(2汝 性に対 して発揮 される
もの。善書では男女関係を特に厳しく戒めた。(3)先輩 ・同輩に対 して発揮され るもの。善書では
「侍才傲物」「侍才軽世」 という悪徳とされた。
◎ 第十五章(三 言 と英草紙)・第十六章(三 山福地志 と黄金百両)・第十七章(八 犬伝と中国小説)
はいずれも、江戸の読本を中国の小説などと比較 して考察 したもので、その比較に当たって、日用
類書所収の項目(占 ト・予兆 ・民間信仰 ・勧善など)に 着目して行なった。
◎ 第十五章:都 賀庭鐘の 『英草紙』は、薦夢龍の 『三言』に粉本の多 くを求めて翻案 した。その
際、当然ながら、取捨 ・変容がなされた。『英草紙』第五巻 「白水翁が売 ト直言奇を示す話』 は、
『警世通言』第十三巻 「三現身包龍図断冤」によったものだが、後者にあっては、物語 は、 日常生
活に深 く根をおろしていた占 トと竃神 ・井神への信仰の上に築かれていた。 しか し前者 になると、
竃神 ・井神への信仰の否定は見 られないものの、 占 トは庭鐘の意識のなかでは否定 されていた。
『英草紙』第五巻 「高武藏守埠を出だして媒をなす話」は、『警世通言』第九巻 「斐晋公義還原配」
によりながら、「人相は善人悪人によるべ きものならず」 といい、善書で重視された人相観を、はっ
きり否定 しているのである。中国の生活 ・文化という土壌に咲いた小説 という花 は、花だけが庭鐘
の好みに従 ってわが国に持ち込まれた。
◎ 第十六章:明 初の盟佑の 『舅燈新話』巻一 「牡丹燈記」 は、わが国の近世初期 に浅井了意の




それは 『二刻拍案驚奇』がこの三点において、原作にすでにあった善書、 とくにr太 上感応篇』の
考え方を助長 ・拡大 しているのに対 して、「黄金百両」にはそれが全 く見 られないことである。了
意は善書を読んでいたのに、「黄金百両」の翻案に当たっては、関心を示 さなかった。
◎ 第十七章:滝 沢馬琴の 『南総里見八犬伝』には、小説を始めとする、多様な中国の典籍が多 く
用いられている。『水潜伝』『三国志演義』などの利用の明瞭な箇所については種々指摘されている。
しかし隠微な部分にっいては、まだまだ残 されている。第八十八回の毛野の占いは 『麻衣相法』に
見 られるし、第九十八回～百十七回の妙椿の白紙の手紙は 『醒世恒言』巻六 「天水湾天狐論書」 と
酷似する。そして、八玉の発想は 『紅楼夢』の通霊宝玉に由来 し、「名詮 自証」 も 『紅楼夢』 の命
名法にヒントを得たのではないか。「紅楼夢』の脂硯斎の批評が指摘する命名法とよ く似ている。
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馬琴が 『八犬伝」を執筆する前に 『紅楼夢』を所持 していたことは、『曲亭蔵書目録』「こ部」に記
されている。
〔以上 〕
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
明清時代の小説には、日常生活を描 きっっ人情世態を映し出すような一群の作品があり、魯迅の
『中国小説史略』では、講史小説(『 三国志演義』など)、神魔小説(『 西遊記』など)に 対 して人
情小説 と呼んでいる。これ らの小説に描かれるさまざまな生活事象は、当時において日常的であっ
ただけにかえってわかりにくく、 しば しば作品の理解を妨げることになっている。一方 これらの小








の成立の事情、内容の概略と明清小説 との関係などが説かれる。 日用類書なるものの輪郭を把握 し
得るとともに、小説研究に極めて有用であることを十分に理解できる。




一方、 日用類書には 『酒令門』あるいは 『侑膓門』 と題 して、 もっぱら酒令のことをしるす部門が
設 けられている。第三章は日用類書 にみえる各種酒令の考察、特にことば遊びにおいてどのような
古典が引かれるかを検討 し、元の戯曲 『西席記』を応用 した酒令が多いことを指摘 してその意義を
論ずる。第四章は 『金瓶梅』における酒令を採 り上げ、第五章では 『金瓶梅』 と 『紅楼夢』におけ
る酒令の比較に及ぶ。日用類書を利用することによって小説中の酒令の実態が明らかになるととも
に、各人物の性格の反映や運命の暗示といったさまざまな意味を寓することが分析 され、そうした





である相法の書の記載 と深くかかわることを明らかにする。第七 ・八章は 『金瓶梅』における 「八
字」(出生の年月日時によって運勢を占うこと)と 「剋択」(日 選び、事柄によって凶日を避け、吉









第二部の4章 は、 日用類書と深 くかかわる善書 と明清小説、特に 「三言二拍」および 『西湖二集』
との関係を論ずる。善書 とは因果応報、勧善懲悪を説 く書のことで、明清時代 におおいに流行 し、
日用類書にも勧諭門などとして取 り込まれており、庶民の生活に深 く根をおろしていた。従 って明
清小説にそれらをふまえて構成 されたもの歩少なくないことを、具体的に例を挙げて証 している。
第三部の3章 は、 日本の江戸時代の読本に対する明清小説の影響を論ずるが、単に題材や筋立て
の類似を指摘するのではなく、むしろぞうした類似を示 しなが らも、さまざまな作 りかえがあるこ
との指摘の方に重 きがおかれる。そしてそれ らは日用類書における占 ト、俗信、勧善なでの項目に
示される中国の庶民の基本的な物の考え方に、日本人にはなじめないところがあって、 日本人の心
情に合うように作 りかえられているとする。この部分は本論文においては附論的な位置づけになら
ざるを得ないが、従来の比較文学的研究を超えるものを含んでおり、将来更に発展することが期待
されるテーマである。
以上、本論文は日用類書の利用 という極めて独創的な方法によって多 くの新知見をもたらすとと
もに、明清小説の研究に新たな方途を拓 くものであり、斯学の発展に寄与するところが少なくない。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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